
4小鹿野町議会だより

平
成
31
年
度
県
予
算
編
成
並
び
に

施
策
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

　

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
要

望
案
に
つ
い
て
、
提
出
者
か
ら
説
明
を
受

け
、
要
望
案
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
鹿
野
町
議
会
と
し
て
次
の
３

つ
を
要
望
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

◦
秩
父
市
街
地
と
西
秩
父
方
面
を
結
ぶ
長

尾
根
（
小
鹿
坂
峠
）
及
び
千
束
峠
の
ト

ン
ネ
ル
化
に
つ
い
て

◦
ジ
オ
パ
ー
ク
秩
父
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
強

化
に
関
し
て

◦
山
村
留
学
制
度
の
積
極
的
な
活
用
に
つ

い
て

質問議員 質　　　問　　　事　　　項 質問議員 質　　　問　　　事　　　項
猪野　武雄 ・町民ファーストによる町政運営に関して 笠原　義行 ・小鹿野町一般会計予算編成について

・国・県道の整備に関して ・三田川小学校について
・地域間交流に関して 髙橋　耕也 ・小鹿野町の防犯対策について
・町の活性化に関して ・個人事業主の移転、移住について
・教育に関して ・新電力からの電力購入について
・国際友好親善施設の存続に関して ・空き施設の利用について
・有害鳥獣対策に関して 髙橋　謙治 ・空き家、耕作放棄地の対策について

岩田　和幸 ・町政懇談会について ・空き施設の活用について
・教育について ・東京五輪・パラリンピックに向けた町として
・一本杉トンネルについて 　の対応について
※質問者の希望により掲載していません ・小鹿野中学校武道場について

齋藤　　維 ・町民ファーストの町政について ・新庁舎の建設について
・手話言語条例について 出浦　正夫 ・長若地内で発生した残土埋め立て地崩落に
・役場庁舎について 　ついて

笠原　義行 ・町政懇談会について ・町政懇談会について
・若手職員おがの創生プロジェクト ・子育て支援策のいっそうの充実について
　チームの活動について ・農業振興・農地管理について

○本議会の質問者は７人で、その内６人の原稿を掲載しています。
○持ち時間内で質問した事項のみ掲載しています。

　　　　　　　　　　　　　　　（○は賛成、●は反対した議員）

議 員 名
議 案 名

笠
原
　
義
行

髙
橋
　
耕
也

髙
橋
　
謙
治

齋
藤
　
　
維

山
中
　
豊
彦

猪
野
　
武
雄

出
浦
　
正
夫

眞
下
　
　
登

岩
田
　
和
幸

加
藤
　
喜
一

黒
澤
　
光
司

強
矢
　
好
光

専決処分の承認を求めることについて（平成29年度小鹿野町一般会計補正予算（第６号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
専決処分の承認を求めることについて（小鹿野町税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
専決処分の承認を求めることについて（小鹿野町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

小鹿野町情報公開・個人情報保護審議会条例及び小鹿野町公の施設における指定管
理者の指定手続等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

小鹿野町子育て支援センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
小鹿野町学童保育室条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
小鹿野町立学校体育施設の開放に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
小鹿野町社会体育施設条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ － ○
小鹿野町般若の丘・バイクの森おがの条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
小鹿野町般若の丘・いきいき館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
平成３０年度小鹿野町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
町道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
財産の取得について（小型動力消防ポンプ付積載車） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
財産の取得について（小型動力消防ポンプ付（小型）デッキバン積載車） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

「若者も高齢者も安心できる年金制度」を国の責任で創設するための意見書提出の請願 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● － ○
憲法９条改定に反対する意見書の提出を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
誰もが安心できる年金制度を国の責任で創設することを求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○

※ 黒澤光司議員は議長のため採決に加わっていません。
※ 条例の内容については町ホームページの「小鹿野町例規集」でご確認いただけます。

予算・条例等の審議結果

一般質問一覧（質問順）

「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年

金
制
度
」
を
国
の
責
任
で
創
設
す
る

た
め
の
意
見
書
提
出
の
請
願
の
審
査

　

請
願
者
、
紹
介
議
員
等
か
ら
請
願
主
旨

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
請
願
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、「
採
択

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

文
化
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

○
４
月
26
日
、
５
月
10
日

○
６
月
５
日
、
６
月
14
日
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いっぱんしつもん

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
6月
定例会

※議員各自で90分以内の一般質問の内容を要約しています。

質　

若
い
世
代
の
人
口
の
流
出

を
防
ぐ
た
め
、
若
い
世
代
の

声
を
町
政
に
反
映
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
若
い
世

代
の
声
を
吸
い
上
げ
て
い
く

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

若
い
世
代
の
声
と
し
て
、

子
育
て
世
代
の
意
見
が
と
て

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
町
政
懇
談

会
と
は
別
の
ス
タ
イ
ル
で
、

若
い
世
代
が
組
織
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
商
工
・
観

光
団
体
、
子
育
て
に
関
す
る

組
織
な
ど
に
出
向
き
、
直
接

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
を
担
う
、
町
内
の
中
学

生
や
高
校
生
か
ら
意
見
を
お

聞
き
す
る
な
ど
、
よ
り
広
い

世
代
の
声
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
総
合
振
興
計
画
の
策
定

や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
き
た
い
、
そ
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
こ
ど
も
未

来
議
会
な
ど
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質　

ど
の
よ
う
な
形
の
子
ど
も

議
会
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

若
者
の
意
見
を
聞
く
場
と

し
て
考
え
て
お
り
、
ま
だ
構

想
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

郷
土
愛
を
育
む
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
こ
に
着
目
し
つ
つ
町
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
場
所
を
考
え
て
い

ま
す
。

質　

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
や
未

来
に
つ
い
て
語
る
場
を
色
ん

な
形
で
実
現
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
が
若
者
を
対
象
に
町
づ
く

り
塾
の
よ
う
な
団
体
を
作
り
、

町
の
問
題
や
課
題
に
つ
い
て

調
査
や
研
究
を
行
い
町
へ
提

案
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
を

企
画
・
運
営
し
た
り
す
る
事

を
通
し
て
町
の
未
来
を
担
う

若
者
を
育
て
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
か
、
お
伺
い
し

ま
す
。

答　

若
い
人
が
集
っ
て
色
ん
な

意
見
交
換
を
す
る
、
色
ん
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
町
政

に
反
映
し
て
い
く
こ
と
は
非

常
に
よ
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
各
地
で
そ
う
い
っ
た
団

体
が
で
き
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
い
い
提
案
な
の
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質　

町
長
は
、
役
場
庁
舎
の
整

備
に
つ
い
て
「
役
場
は
町
づ

く
り
の
顔
」
だ
と
し
て
、
現

在
地
に
新
築
し
た
い
と
の
意

向
だ
が
、
町
民
以
外
に
役
場

を
目
指
し
て
く
る
来
訪
者
な

ど
少
な
い
の
で
、
説
明
に
無

理
が
あ
る
と
思
う
が
…
。

答　

別
の
場
所
に
整
備
す
る
と

な
る
と
新
た
な
町
づ
く
り
の

再
構
築
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
う
い
う
状
況
で
な
い
。

質　

役
場
庁
舎
の
整
備
に
関
し
、

新
築
と
旧
三
田
川
中
学
校
の

改
築（
リ
フ
ォ
ー
ム
）の
ケ
ー

ス
に
お
け
る
整
備
費
用
を
、

其
々
９
億
円
と
６
億
円
と
し
、

耐
用
年
数
（
60
年
、
20
年
）

を
考
慮
す
る
と
新
築
が
有
利

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
２

年
前
ま
で
子
供
た
ち
が
使
っ

て
い
た
校
舎
で
も
あ
り
、
改

築
は
最
低
限
（
総
額
１
億
円

以
内
）
に
抑
え
る
べ
き
だ
。

答　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
パ
タ
ー
ン

を
更
に
検
討
し
納
得
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

質　

倉
尾
地
内
の
懇
談
会
で

は
、「
地
域
は
高
齢
化
が
進

み
、
既
に
限
界
集
落
を
超
え

て
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
単

身
世
帯
が
増
加
し
て
大
変
不

安
だ
。」
と
の
声
に
、
町
長

は
集
合
住
宅
を
整
備
し
て
移

住
し
て
も
ら
う
な
ど
の
対
策

を
示
し
た
が
、
高
齢
者
等
が

安
心
し
て
移
動
で
き
る
手
段

の
確
保
が
最
も
大
事
と
考
え

ま
す
が
。

答　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運

行
を
拡
充
す
る
等
、
対
策
が

可
能
と
考
え
ま
す
。

質　
（
仮
称
）
長
尾
根
ト
ン
ネ

ル
は
、
先
日
開
催
さ
れ
た
秩

父
３
議
連
総
会
の
席
上
で
の

秩
父
市
長
挨
拶
で
は
、
今
後
、

関
係
市
町
と
の
間
で
事
務
方

の
調
整
を
進
め
る
方
向
と
の

こ
と
で
す
が
…
。

答　

去
る
５
月
24
日
、
町
と
市

と
で
初
め
て
の
打
合
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質　

町
と
東
京
都
区
部
（
港
区

等
）
と
の
相
互
交
流
の
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
の
状
況

は
如
何
で
す
か
…
。

答　

６
月
下
旬
、
港
区
長
と
の

面
談
を
予
定
し
て
お
り
、
先

ず
は
歌
舞
伎
を
軸
に
取
り
組

み
、
麻
布
地
区
の
小
学
校
と

の
交
流
な
ど
に
拡
大
し
て
い

き
た
い
。

若
い
世
代
の
声
を
町
政
に
‼

齋
藤
　
　
維 

議
員

役
場
庁
舎
の
整
備
は
極
力
縮
減
し
、
高
齢
者
等
が

安
心
で
き
る
移
動
手
段
の
確
保
を
優
先
す
べ
き
！

猪
野
　
武
雄 

議
員


